
信仰の ｢成熟｣と ｢深化｣

ある青年期女性の自己実現プロセスを通して

はじめに

明治以降,本格的に日本にキリス ト教が入っ

てきて,およそ140年経つが,従来から日本に

はキリス ト教が根付きにくいということが多 く

指摘されてきた｡様々な要因の中でも,もとも

とキリス ト教が中近東で生まれたオリエントの

宗教でありながら,日本に主に入ってきた大方

のキリス ト教は,西欧を通って西欧化されたキ

リス ト教であったことは大きい｡なぜなら日本

土着の宗教性は,多元主義的,習合的であるの

に対 して,西欧化されたキリス ト教は,あまり

にも一神教的排他的であり,日本人に広 く受け

入れられるには,逸脱 しすぎていたからであ

る｡

しかし,逆に意識や理性によるアプローチが

しやすく,日本的で唆味な精神文化の弊害の中

でもがき苦しんでいた人間にとっては,苦しみ

の意識化を促 し,日本的な呪縛から自由になっ

て,新たな救いや希望を得られたであろうし,

信仰を自覚的 ･能動的に受け入れやすいところ

があったのではないか｡少数ながらもキリス ト

教の真髄に触れ,帰依 してそこにとどまったク

リスチャンたちは,千,孫へと信仰を継承 して

行った｡もともと西欧化されたキリス ト教も,

長い年月をかけて西欧で土着化されたものなの

であり,だとすれば,日本でも,こうした代を

重ね継承された信仰は,次第に深化 ･成熟 し,

土着化 して日本人の宗教性と溶け合い,そこか

ら新たな精神性を創造していく力となるはずで
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ある｡

本論文では,学生相談室に訪れた,代々のク

リスチャンの家庭に生まれ育った,青年期女性

のたどった実際のプロセスをもとに,引き継が

れた信仰が,今に生きる個人の精神に,実際に

はどのような変化や力をもたらし,影響を及ぼ

しているのか,具体的に考察する｡

事例の概要

○クライアント:Kさん (以下Cl),21才,大

学3年生,女性,

○主訴 :無気力,大学へ行けない,(後から異

性の問題,信仰の問題)

○問題の経過 :不本意入学｡大学に入ってから

自分自身がうまく立ち回れない変な感 じがず

っとあった｡1年の後期あたりから,大学へ

行 くのが面倒になって,現在はほとんど行っ

ていない｡クラスに何人か心を許せる友人が

おり,その友人の助けを借 りて,テス トやレ

ポー トをこなし,何とか単位はぎりぎりの状

況｡教会活動やバイトはやれているが,それ

で疲れ切ってしまい,その他の日はアパー ト

にこもっている｡生活のリズムも乱れがち｡

心配した友人の勧めで来談｡家族は今のC1の

状況について知らない｡

○家族 :サラリーマンの父,パー ト勤務の母,

社会人の兄の四人｡現在は実家から離れて,

アパートで一人暮らし｡

○生育暦 :生育的な問題,病歴等なし｡末っ子

で可愛がられて育った｡幼い頃から自我のは
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っきりした子と言われていた｡明るく活発な

部分と,一人遊びや空想好きの部分と両方あ

る子だった｡家族関係は良好｡プロテスタン

ト系のクリスチャンホームで,幼少時より家

族そろって教会-通っていた｡高2時に受洗｡

親元を離れた現在も,同じ教派の教会に通い,

奉仕活動を熱心にしている｡

○印象 ･所見 ;中肉中背,大学生らしい清楚な

服装,上品で美人｡外見はいかにもクリスチ

ャンという固い感じだが,話 し出すと表情が

豊かでチャーミング｡知的能力も高そうで,

言語化していく力もありそう｡

面接経過 ×年10月～×+3年3月 #1-52

(｢ ｣はClの発言,thは筆者)

Ⅰ期 (#1-7)｢蹟き｣の中へ,無意識への

下降

厳格なクリスチャンとして固く生きてきたCl

が,異性との関わりで ｢信仰に置き｣,これま

での一面的な生き方が内側から揺さぶられてい

た時期｡

段々状態が悪 くなっていると友人に言われ,

1回目はしぶしぶ来談｡｢もともと入りたかった

大学ではない｡-･しかし,本当は受験するとき

から自分の進路をどう決めていいか,分からな

かった｡あいまいにしていたつけが,回ってき

たのだと思う｡｣(#1)この時点でthは,だいた

いの情報からClがアパシー状態にあると考え

た｡バイトや,教会活動も熱心にしており,大

学でも最低限の友人関係があり,単位もぎりぎ

りながら取れていることからも,自我は基本的

には健康と思われたが,抱えている問題は大き

そうで,時間のかかる人かもしれないと予想 し

た｡(数カ月後改めて自ら来談｡今まで一人胸

にしまってきたことが語られ出す)｢この頃は

教会も休みがち｡実は-1年の時に恋愛で トラ

ブルがあって-｡相手 (丈)は派手で軽 くて,

全 く好みでもなく,自分は乗 り気でもなかった

のに,あいまいにしていたら,引っ張られるよ

うにして付き合うことに｡複雑な生い立ちの人｡

一時期楽しかったこともあるが,価値観も合わ

ず,合わせていることが段々苦痛に｡そんな時

に突然丈から 『お前が悪い』と振ってきた｡だ

めになる時は,私から振る時だと思っていただ

けに,まさかと,正直先手を打たれてショック

だった｡同じサークルで,その後もずっと顔を

合わせてしまうので,大学-来るのが苦痛にな

って行った｡｣(#2)｢付き合う人は結婚を前提

とした人と決めていたから処女を貫 くつもりで

いた｡しかし強引な丈との付き合いで,ぐらつ

き始めた｡彼の部屋に行ったときに求められ,

最後まで行かなかったものの,妙な気持ちに･-｡

アパー トに戻って冷静になって考えたが,自分

は固すぎるのか悩んだ｡それからしばらくして

丈から別れを告げられた｡自分が固すぎる,変

わろう,彼のため努力してみようかと感 じ始め

ていたときだけに,一体何だったのか｡プライ

ド傷つけられ悔 しい｡｣(#4)｢丈とのことでは

傷ついたが,(体を最後まで許さず)自分を守

り通せたことは救いだった｡その後自分を挽回

したくて,大学院進学を考え出し,(同じよう

に進学を目指す人の集まる)研究会に入って勉

強に励みかけた頃,その集まりを通じて,南米

からの留学生 (セ ト)と出会う｡異文化への興

味と英語を身につけたくて,また何 となく付き

合うことに｡セ トはクリスチャンでもあり,自

国にフィアンセもいると聞いていて安心 してい

たのに,誘われるまま彼の部屋に行った時に,

キスされてしまう｡その場では驚いて,何も言

えず｡後日辞めて欲 しいと伝えたのに,何だか

また部屋に行 くことになり,結局丈のときと同

じ状況に｡でもセ トは丈よりも落ち着いていて,

ずっと包容力のある人で,リー ドされ守られて

いる感 じだった｡いけないこととは感 じつつ,

礼拝のたびに,またセ トと会う前には 『止めら

れるようにしてください !』と必死で強 く祈っ

たのだが,逆に抗えない (性の)魅力に負けて

しまって,会うことを重ねて行った｡一人にな

ると,汚れていく罪深い弱い自分に苦 しみ,礼

拝に出ると,汚れている自分をさらに強 く意識
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してしまい,いたたまれない気持ちで辛 くなっ

ていった｡幼い頃から教えられてきたように祈

っても,神は全 く助けてくれず,神も教会もク

リスチャンも 『うそっぽちだ !』と感じるよう

になっていった｡苦 しかった,その時は自分に

とって真っ暗い時｡神に対するイメージががら

っと変わってしまった｡｣｢セ トと会うことの喜

びと苦しみがピークに達 した頃,ちょうど彼の

帰国が決まり,別れることにした｡正直ほっと

したが,数ヵ月後,彼の筆跡でサンタクロース

からの暖かいクリスマスカー ドが届 く｡セ トは

本当にいい人だった｡Clが固すぎてだめだっ

た｡｣(#6)｢教会には行かなくなったものの,

悩みは深まった｡聖書を読んでも,女性に村す

るパウロの言葉など,突き刺さって苦しくなる｡

クリスチャンで無い周 りの人間は,恋愛を当た

り前のこととして楽しんでいるのに,自分は一

体何なのか｡"清い付 き合い"を貫いて,良い

クリスチャンホームを築くということがいつも

頭にあった｡そのために私はもてるほうだった

が,いつもどうしてよいか分からず,気づかぬ

ふりや,鈍感なふりをしてきた｡よく友人から

｢シスターみたい｣｢盃女さんのよう｣といわれ

るようになってた｡Clから見れば,俗世のみん

なのほうがおかしい,堕落している,間違って

いると感じてきたが,C1のほうが宇宙人のよう

だったと今は思う｡｣｢(教会批判)教会こそ罪

人の集まり｡牧師は特にひどい｡お金や地位に

さもしく,難しい説教をして自分に酔いしれて

いる｡他人を批判し,弱い優 しい人,本当に求

めている人を下に見て傷つけている｡教会員も

教会ではお酒もタバコもやりません,と済まし

た顔をして,見えないところでこそこそやって

る｡特に教会を出て行った人に対 しては,『信

仰が足 りない弱い人』と手厳 しい｡キリス トの

本当の教えから隔たってしまっている｡Clも教

会の中にいたときは,出て行 く人を同じように

批判的に見ていた｡まさか自分が出て行 くこと

になるとは｡今Clも同じように思われているだ

ろうし,辛い｡｣(#7)

信仰の ｢成熟｣と ｢深化｣

Ⅱ期 (#8-15)｢殻｣を破って ･クリスチャ

ンとして ･日本人として ･女性として

一面的で固かった信仰の ｢殻｣が破れ,眠っ

ていた新たな内的なエネルギーや "自分"が動

き始める時期｡クリスチャンとして育てられる

中で,日本的な宗教性から切 り離されてきたこ

と,女性としても ｢良き婦人像｣に縛られてき

たことに意識の光を当てて行 く｡母教会,教派

の抱えていた見えないゆがみや問題もさらに意

識化されてくる｡日常的にはバイトや研究会へ

の参加など最小限のことはこなしつつも,それ

以外は大学にも行かず,ほとんどアパー トに引

きこもって,昼夜逆転の状態が続き,面接も定

期的にこれないことがしばしば続 く｡ニューエ

イジ心理学や仏教の本を読みふけるなど,宗教

と性との問題を追及し続ける｡また,所属 して

いた教会,派以外の神学の研究者やいわゆるア

ウトローのクリスチャンとも出会い,｢クリス

チャンと言ってもいろんな人がいる｡自分は本

当に純粋培養だった し,井の中の蛙だった｣

(#10)ことが分かっていく｡

｢夢 1-舗装されたような固い地面が割れて,

噴水のように何かが噴出している｡それはよく

見ると,キリス ト教の象徴や,その他のいろん

な象徴のようだがすごい勢いで噴出しているの

でよく分からない｡(連想)よく分からない｡

尽きることなくどんどん噴き出てきていたのが

印象的｡｣(#8)哲学や人類学,宗教学への興味

が出てくる｡その中で,ユングを知り 『ユング

自伝』を読む｡｢他の本は難 しくてよく分から

なかったが,これはよく分かった｡ユングもク

リスチャンとしてClとよく似た体験をした人｡

結局Clの母教会も,『体験のない信仰』が一番

の問題だったのだと思う｡｣(#11)｢両親は特別

厳 しく教育したわけではなかったと思う｡でも

どうしてClはこんなに固くなってしまったの

か｡両親とも性を強 く抑圧 してたことは確か｡

それと神道や仏教を強く否定 していた｡子供の

頃楽 しいはずのお祭 りも,『本当は行ってはな

らない』ところという後ろめたさをいつも感 じ
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ながら行っていた｡七五三もしてもらえなかっ

た｡近所の子がきれいにお化粧して着物を着て

嬉 しそうにしている姿を見てすごく驚いたし,

悔しかった｡その日かなり長い時間家でごねて,

泣いたことを覚えている｡親には 『間違った神

様に御参 りをして,子供にあんな格好をさせる

のはおかしい』と怖い顔で叱られた｡先日街で

ちょう七五三の子供の姿を見ていて思い出し

た｡着飾った子供たちは道行 く人に,見られて,

祝福されて｡自分にはこういう体験が無い｡日

本人として根無 し草の自分｡｣(#14)｢夢 2-

(声)創世記のアダムとエバの物語は女性にと

ってはのろいである｡(連想)英語の文章もで

ていたような｡"curse"という発音が印象に残

っている｡自分が理想としていたクリスチャン

像,婦人像は一体何だったのか｡キリス トはす

ごく女性を尊重して大切にしたし,本来キリス

ト教では男女は平等なはず｡しかも西洋から伝

わって,来たものなのに,教会では依然として,

日本的男尊女卑｡ほとんどの牧師は男性｡大事

な運営は男性｡女性達は陰に回り,お茶出しや,

その他雑用｡男性たちを支えるという役回り｡

貞節で控えめで賢くて優しくて,受容的である

ことが女性に求められる｡ しかも 『神に従う』

『信仰』という大義名分が振 りかざされ,反論

や有無を言わさず,当たり前のように強要され

てきたように思う｡でもこれを鵜呑みにして生

きるとしたら,人形のような女性になってしま

う｡これは現代の女性の生き方に合っていない

し,女性の 『人間性』を抑圧し否定し,現実の

生きる問題や人間の苦しみに答えるはずのキリ

ス ト教のあり方からずれている｡今思い返すと

無性に腹が立つ｡パウロの言葉も追い討ちをか

ける｡しかし反発 しようにも,聖書の言葉だか

ら絶対なのだ,という感覚が,自分を苦しめる｡

これが本当にキリス トが目指していたことなの

か｡｣(#15)

Ⅲ期 (#16-34) 偶像からの解放,象徴を

生きる

さらに無意識の深い層-内的作業が進むにつ

れ,Clの内奥の宗教性に触れられるようになり,

外的にも新たな信仰の導き手 (カトリックの神

父)と出会う｡そして自分の中に植え込まれて

きた,造 り物の神のイメージ,偶像を意識化で

きるようになる時期｡日常的にはカウンセリン

グ以外大学へは全 く出て来れなくなり,卒業延

期となる｡

｢ごく幼かった頃,私は神 ととても近しかった

と思う｡神と言ってもキリス ト教の神だったの

か,もしかしたらいわゆる日本の八百万の神だ

ったのかも知れない｡日本人としての当たり前

の宗教性の中で,でもある意味自分はそこで生

き生きと生きていたのかもしれない｡それが気

づいたらいつの間にか遠 くに切 り離されてしま

っていた｡宗教教育によって?だとしたらとて

も恐ろしい｡でも一方で,私は家庭の中で,教

会の中で確かに大切にされていた｡育ててもら

ってきた｡だから余計に入り組んでおり,複雑｡

反論 したり,拒否したりしにくかったのだと思

う｡こんなこと今更牧師や教会の人たちに伝え

たところで,全 く通 じないと思う｡｣(#17)知

人の勧めでカトリックの信仰講座に参加｡そこ

である老神父と出会う｡｢一見 して厳 しくてそ

っけないのに,温かい｡理屈でなく,私の苦 し

みを打ち明けたくなる｡この人の前に出ると,

泣きたくなる｡こういう聖職者とは出会ったこ

とがなかった｡信仰的な苦しみを,今少 しずつ

聞いてもらっている｡｣(#21)｢神父の勧めでミ

サに出るようになった｡ しかし,どうしてもバ

タ臭い感じが強 く,またプロテスタント育ちの

自分には,儀式的なものが馴染めない｡何より

も教会員 との濃密な関係に縛 られることが怖

い｡ただ,お御堂は祈 りの空間として機能して

おり,ミサ以外の時間開放されていて,必ず数

人の信者が静かに祈っている｡その姿に励まさ

れる｡それに比べプロテスタント教会の礼拝所

は,単なる集会所でしかなかった｡｣(#26)｢カ

-20-



トリックも同じように多 くの問題を抱えてはい

るが,地神祭をしたり,七五三をしたり,お守

りを持ったり,教会式の仏壇のようなものを許

容 したり｡日本的な信仰心を否定 しないで,浴

け合おうとしているように感 じる｡外側から見

ているときは,きらびやかなシンボルで飾 り立

てたり,派手な衣装を着た外国人神父がいたり,

いかがわしい集団にしか見えなかったが,それ

は全 くの偏見で,知 らないだけだった｡難 しい

ことは言わず,未信者の結婚式を積極的に受け

入れたり,山谷への炊 き出しに出たり,発展途

上国にボランティアに出かけたり,実社会のニ

ー ドにしなやかにそって,多 くの人に門戸を開

き,具体的に活動 していてる｡宗教改革ではプ

ロテスタントが,信仰の本質に立ち戻る役目を

果たしたのかもしれないが,今ではプロテスタ

ントのほうが,ずっと保守的で,現実からずれ

てしまっている｡｣(#29)｢夢 3-母教会の礼拝

に出ている｡聖餐式が始まる｡いつものように

ぶどう酒が配られ,みんなで一斉に飲 もうとす

るその時,『私はこれを飲むことはできない｡

ここは私のいるところではない』 と強 く感 じ,

苦 しくなって,そのままそこを出て行 く｡(逮

想)カ トリックのミサでは,毎回聖餐式が執 り

行われる｡ぶどう酒 もパン (御聖体)もキリス

トの体 として象徴化 され,神父の手から渡され

る｡私が育ったプロテスタントの教会では,イ

ースターやクリスマス等特別なときだけ,最後

の晩餐の聖書の箇所を牧師が読んで,みんなで

一斉に飲み,食べるだけだった｡シンボルは,

聖書と十字架だけしか認めない｡それが当たり

前だったが,今はもうそれでは立ち行かない自

分になっているのかも｡カ トリックのミサに馴

染めないけれど,シンボルを大切にするあ り方

が,今の自分には必要なんだと思 う｡｣(#30)

｢夢4-中東のどこかのキリス ト教の集団の中で

住んでいる｡近 くで内戦か何か危険な状況が生

まれてお り,住んでいる場所を遠 く離れて非難

しなければならなくなる｡避難場所には, ドー

ム型の大 きな廃屋があ り,そこの2階があてが

信仰の ｢成熟｣と ｢深化｣

われる｡1階にはすでにイスラム教徒のような

集団が入っており,彼 らは危険に対 して敏感に,

柔軟に察知 して,すばや く移動 してきた様子｡

(連想)キリス ト教の集団は本当に危険が迫っ

ているにもかかわらず,必死で誘導 している

人々に対 し,難 しい理屈をこねて,なかなか住

んでいる場所を離れようとしない｡やっと避難

場所にたどり着 くが,不平不満ばか り漏 らして

ぐず ぐず している｡その姿を見ている自分はす

ごくいらいらしている｡それとは対照的にイス

ラム教徒の集団は,柔軟で対照的だった｡大き

な廃屋の天井は,何かルネッサンスの宗教画の

ような壁画が剥がれたような後があった｡まさ

に自分の持っていた神のイメージが剥がれたん

だと思う｡神父とのや り取 りの中で,かつてB

との関係がこれ以上進まないように必死で祈っ

たのは,この 『造 られた神のイメージ』に対 し

てだったと思 う｡怖 くて神経質で,厳 しい神｡

要求してくる神｡自分はそのイメージに緊張 し,

おびえていた｡これは一種の偶像だった｡偶像

をあれほど強 く否定 してるはずの,クリスチャ

ンとして,ショックだった｡でも剥がれた後ど

うなるのか,苦痛,不安を感 じている｡｣(#33)

Ⅳ期 (#35-42) 回心

生まれて初めて生まれ育ったプロテスタント

教会の堅固な "城"を出,｢活 きた神のイメー

ジ｣に触れることができるようになる｡その体

験を通 して,カ トリックへ改宗することを決意

した時期｡日常的には,夢 4を報告後,しばら

く心身ともに不安定な日々が続 く｡最低限のバ

イ トは出るものの,異常に神経過敏 になって,

バイ ト先で 『この頃顔つきがおか しい』と指摘

されたり,電車の中で他人の視線が突 き刺さる

ように感 じてしまった り,急に涙が出てきてし

まう等の状態が続いた｡さらに信頼する神父の

主催する黙想会に参加する直前,腰を抜かした

ような心身の状況になり,まさに現実的に身動

きができない状況になる｡

｢夢 5-自分はラス トエンペラーになって,

-21-



神奈川大学心理 ･教育研究論集 第27号 (2008年3月31日)

紫禁城を出るところ｡門の外に出て,タクシー

の中から生まれて初めて紫禁城を外側から眺め

ている｡(連想)映画 『ラス トエンペラー』の1

シーンと同じ｡自分は生まれて初めてプロテス

タン ト的キリス ト教世界から出たんだと感 じ

た｡｣｢ふらふらの中黙想会に参加｡神父との面

接で,夢 5のこと,丈やセ トとの赤裸々な体験

をやっとのことで話すと,座っているのがやっ

との私を神父が抱 きしめ,おんぶ してくれた｡

気恥ずかしかったが,『造られた神のイメージ』

『教えられてきた神』とは全 く違う,本来の血

の通った活きた神を体験させたいその一心な気

持ちが伝わってきて,おいおい泣いてしまった｡

黙想会の帰 り道,自分が最 も底に沈んだと思っ

た瞬間,キリス トが私を抱きかかえるイメージ

が浮かんだ｡ちょうどピェタのよう｡神は外側

にいて厳 しく常に監視 しているのではなく,自

分の心の奥の底の底,暗くて,醜 くて,惨めで,

弱い,最底辺にいることを実感 した｡｣(#38)

その黙想会が契機となり,カトリックに改宗す

る (つまり洗礼 を受けなおす)決意 をする｡

｢(洗礼式の時)額にかけられた聖水の冷たさが

印象に残っている｡象徴的に死んで,生まれ変

わったのだと実感｡｣(#42)

V期 (#43-52) あらたな生の創造へ

これまでのプロセスを振 り返 り,仕上げをし

てゆくとともに,信仰をさらに深めていくため

の,C1なりの歩む道を模索 し,歩み始める時期｡

大学は3年留年の後,取 り残 してきた単位を取

得 し,卒論完成へこぎつける｡他大学の院-の

進学を希望するも,受験には失敗｡卒後はしば

らくその大学の研究生としてゼミ (宗教史)に

所属することに決め,無事卒業を迎えたところ

で,学生相談としての関わりも終了となる｡

｢久 しぶ りに実家に戻ったとき,両親に事後報

告だが,改宗 した旨を告白｡今までのことをう

まく説明することもできなかったし,両親は以

前のClのようにカ トリックに対 して強い偏見を

持っているので,この事実を受け入れることは

困難だったが,キリス ト教に留まったというこ

ととで何 とか理解 し,受けとめようとはしてく

れた｡｣(#43)｢現実的にはカ トリックの教会生

活に馴染めないままではあるが,内的には神と

の関わりは全 くOKと感 じる｡｣(#45)｢夢6-

自分は故郷を追い出された難民になっている｡

たった一人で,あたりはもう暗闇｡どこへ行っ

たらよいか方向もわからない｡気がつ くと横に

ユニセフ親善大使の黒柳徹子がいて,手を引い

ていくつかある難民キャンプのいり口へ連れて

って くれる｡(連想)アフリカ系の難民がいる

感 じ｡キャンプではいたるところで焚き火をた

いており,子供たちがたくさんいて,どこへい

っても子供たちに取 り囲まれる｡歓迎 してくれ

ているよう｡改宗はしたが,生まれて初めて

"城"を出たので,す ぐにはどうしたらいいの

か方向喪失感で苦 しい｡夢 5の続きのよう｡ ど

こに行ったらよいのか迷っている自分の姿｡黒

柳徹子に連れて行ってもらって,自分に合うキ

ャンプを探 している感 じ｡｣(#48)｢自分が経験

してきたことは何だったのか｡パウロも,マル

コ以外の福音書家達 も実は女性に対 してアンビ

バレントだったと知った｡そこには当時の社会

事情なども複雑に絡んでいたようだ｡｣｢どうし

てキリス ト教 と父性的男性優位の価値観とがこ

んなに強 く結びついてしまったのか｡なぜ女性

がこんなに抑圧され,苦 しまなければならなく

なったのか｡私の育った教会のあり方は,現実

に生きる人間の苦 しみ,魂の問題に応えられて

いなかったと思う｡そしてたぶん日本的な変な

精神文化と西洋キリス ト教の父性的なものとが

操れ合って,みなそれに無意識でいたため,自

分は本来あったはずの神 との結びつきさえ断た

れ,このように苦 しみを背負わされてしまっ

た｡｣(#49)｢洗礼式の前夜,(会ったことの無

い)曽祖父のイメージが沸いてきた｡きっと曽

祖父は何かに絶望 し苦 しんでいたに違いない｡

キリス ト教 と出会って救われたに違いない｡け

れども遣 り残 したものもたくさんあって,それ

を私たちに託 したんだと感 じた｡今から新たな
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別の宗教に入って,一歩を進めるより,曽祖父,

祖父,そして両親と歩み進めた道からさらに先

へ進むことが,私に与えられた運命だと思う｡

ただ,私にはかつての様に素直に丸呑みするの

ではなく,ある程度距離を保って,批判的に見

ていく姿勢もどうしても必要｡それがないと苦

しくなってきてしまう｡信仰者として,一方で

聖書やキリス ト教史について,学問的に追求し

て行 く姿勢を貫きたい｡｣(#51)｢日本人として,

仏教や神道などの宗教性も否定しないで生きて

行 きたい｡外面的には以前のような教会生活,

信仰生活を送ることはないかもしれない｡それ

を堕落や背教行為と取る人もいるかもしれない

が,むしろ曽祖父からの思い,代々継承 してき

た信仰を受け継ぐために形を変えざるを得なか

ったんだと思っている｡｣(#51)｢初めはこんな

ところ (相談室)は来たくなかった｡でも来な

いでいたらどうなっていたか｡自分のことここ

まで話せたのは初めて｡性の問題についてはこ

こで話せていたから,神父とも話す勇気が出た｡

神父は 『性という字は,心と生という字からで

きている｡心で生きる,心が生かすという意味

がある美 しい文字だ｡性は裏腹なものの入 り混

じった複合的な存在であり,一つの奥義と弱き,

苦しみと喜び,肉と霊の交錯 してるところ｡心

も体もすべてに共鳴するような全体的な喜びが

感じられる場｡肉の中にある霊的なもの,人間

の中の神秘的なものです｡』 と話 してくれた｡

まさに性のことを通して初めて自分の弱き,倣

慢さ,無力さを身をもって分かったし,底の底

に落ち込んだとき,神を感 じることができた｡

(大学での7年間は)ずいぶん長くかかってしま

ったし,簡単にいいとか悪いとか言えないし,

今も気持ち的には複雑だけど,意味のある期間

だった｡以前のClとは明らかに違う｡何よりも

今の自分が好き｡異性とは相変わらず距離感が

難 しかったり,変な固い癖が出たりぎこちない

が,以前よりずっと関係を楽しめるようになっ

てきている｡｣(#52)

信仰の ｢成熟｣と ｢深化｣

考察

1.家族の歴史,プロテスタン ト系クリスチャ

ンであること

Clは明治時代に外国人宣教師の導きで入信 し

た母方曽祖父から4代続 く,クリスチャンの一

家の中で,通常の日本人とはかなり異なる精神

的な土壌を背景に生まれ育っている｡

C1の所属 していた教派は,明治初期に西洋か

ら入ってきたプロテスタント系キリス ト教を源

に持ち, ドイツ系の神学を強く信奉していたと

のこと｡プロテスタント信仰の特徴として特に

顕著なのは,合理化,知性化であろう｡ プロテ

スタントは宗教改革によって,｢世界の呪術か

らの解放｣を目指 した結果,中世カトリシズム

の神秘と魔術,不可視の世界から信仰を切 り離

し,｢かつてみない内面的な孤独化｣(Weber,Mリ

1905)をもたらしてしまった｡そしてこのよう

な孤独な個人が,聖職者や聖人といった慰めの

源泉を持たないまま,自分の運命に対 して責任

を担わなければならなくなった｡(Mullins,M,

1998)これは心理学的に言えば,無意識や象徴

悼,元型的イメージとの制度化された,安全で

密な関わりやルー トが絶たれてしまうことを意

味 している｡そして心の一部分でしかない小さ

な自我は,知性化による防護壁が崩れたときに

は,莫大な領域と力を湛えた無意識に直接立ち

向かう危険に晒 されやすいことも意味する｡

Dung,C.G,1938,高橋2005)

加えて明治初期に入ってきた外国人宣教師た

ちは,キリス ト教を布教するに当たり,日本的

な宗教的土壌を低 く見て否定し,そこにキリス

ト教を入れ込もうとした歴史がある｡それに対

して意義を唱えて,欧米のキリス ト教から離れ

て,背教徒となったり,土着化 したキリス ト教

の一派を立ち上げる日本人も現れたものの,今

も ｢正統派｣にはこの傾向は根強く残っている

と思われる｡(武田,1967,1973/Mullins,M,

1998)Clの両親や教会も,信仰を守るために,

日本的な宗教性を否定してきたとのこと｡
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このことが,Clの内面生活にどのような苦し

みをもたらしたのであろうか｡#14でC1は七五

三のエピソードが語られられた際,自分のこと

を ｢日本人として根無 し草｣と表現 していた｡

ここで着物が日本人としてのアイデンティティ

を象徴するものとして,Clに深 く捉えられてい

たことは,印象的である｡C1の母親も当時とし

ては通常よりも西欧化された文化に育っていた

人のようだが,それでも今よりもまだ,着物を

日常生活の中で身につける機会がある時代であ

った｡それは日本的な生活習慣と密接なつなが

りがまだ保たれていたことも意味していたので

はないか｡日本人の宗教性は,多元主義的,習

合的であり,何 らかの中心に向かうのではく,

神仏習合的空間に拡散 して行 くあ りようが強

い｡よって特定の宗教にのめりこんだり,何ら

かの中心に向かうのではなく,伝統的に日本人

は日常生活や生活習慣,文化の中に,宗教性を

上手に織 り込んで生きてきた｡(河合etal,1997)

すなわち,こうした日常生活の積み重ねの中で,

母親の世代では特別に意識することも無 く,ク

リスチャンでありながらも日本人としての自然

な信仰心や感覚から切 り離されずに,アイデン

ティティが養われていたのではないだろうか｡

しかしC1の世代になるとだいぶ事情は異なって

くる｡日常生活の西欧化が一段と進み,着物を

日常的に身につけるような習慣も激減し,もは

や七五三と成人式以外で身に着ける機会はほぼ

なくなってしまった｡成人式は特に宗教との結

びつきも無 く,単なるイベントと化して,儀式

としての象徴的な力は失われてしまっている｡

しかし,少なくともまだ七五三には子供の成長

と健康を感謝して,神社へ詣でるという,日本

的な宗教性に触れる儀式としての機能を残 して

いる｡ しかもこの時に子供 (特に女の子)に民

族衣装としての着物を着せるのである｡Clが七

五三の体験を欠いたことで,意識せざるを得な

かった問題から,女性にとって,生まれ育った

土地 (祖霊) ･文化との深いつながりを持つこ

との意味と,民族衣装としての着物のもつ日本

人固有の精神性,アイデンティティとの深いか

かわりを,筆者も改めて考えさせられた｡｢根

無し草｣という表現に,七五三をはじめ,それ

に集約された日本的な祭事や宗教性を否定さ

れ,根源的な土壌から切 り離されて生きること

を余儀なくされてきた,Clの精神的な状況が見

事に言い表されている｡

2.起爆剤としての性,ヌミノースとしての性

Clにとって性は何を意味 していたのだろう

か｡Clによれば,両親は意識的にはことさら厳

しく宗教教育や,倫理的な教育を施 したという

わけでもないとのこと｡母親は朗らかで明るく,

父親も穏やかで受容的な,どちらかというと,

母性的な人柄だとのことである｡両親とも性的

な抑圧の強い人であったこということではある

が,Clの場合は,プロテスタント信仰による,

知性化･合理化傾向の強い精神文化に晒されて,

日本人でありながら,かなり西洋的なアニムス

的な父性を取 り入れて成長 したと思われる｡こ

のアニムス的な父性を内面化 し,強く自分を抑

圧 ･コントロールして,内外ともに ｢固い｣殻

を作って生きていたようである｡高校時代まで

Clにとってこのアニムス的な力は,多少窮屈な

部分はありながらも,思春期の混乱から身を守

る堅い殻として機能していたと思われる｡しか

し一方で,Cl本来の内的なバイタリティーやエ

ネルギーからも切 り離されることとなり,自分

は何をしたいのか,｢進路をどう決めていいか,

分からない｣ような意識の枯渇と無気力の状況

が,大学進学を考える,高校の段階で始まって

いたと考えられる｡大学生になって親元を離れ,

心身ともに自立の時を迎えて,まさに ｢自分ら

しさ｣をどう見出し,育てていくかが問題とな

ってきた時に,それはさらに否定的な形を取っ

て,主体的な生命力を強く抑圧 し,Clの内面を

苦しめていたと想像される｡

新たに大学生活が始まり,実家を離れて外側

の枠組みが緩み始めた頃,丈との出会いと別れ

の トラブルが起こるべ くして起こっている｡そ
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れはClにとっては一方的に始まり,しかも相手

から振 られ終わりを告げるような大きな挫折の

経験であり,自尊心が傷つき,本格的な無気力

が始まるきっかけとなった｡Clはそれまで,哩

想的なクリスチャンホームを築 くため ｢信仰に

従順に従い｣,清 く,結婚までは処女を守 り抜

く態度を何 とか貫こうと生きてきた｡おそらく

母親の代までは,このような固い殻は守 りとし

てうまく機能してきたものと考えられるが,時

代の変化の影響や,何よりもClの中で,自分の

家の文化にはない新 しい可能性が芽生え始めて

いたため,C1の無意識下では,この可能性を生

かすべ く,出口を求めて,殻を打破 しようとす

るエネルギーが渦巻いていたのではないだろう

か｡

最初に付 き合うことになった丈は ｢派手で軽

くて,全 く好みでもな｣い,しかも ｢家庭的に

複雑｣な人物であったとのことだが,Clのこれ

までの文化,価値観とは異なる異性のとの出会

いに,Clの無意識,とりわけ抑圧され,生きて

来れなかった可能性がまだ粗野な影となって投

影され,｢引っ張られるように｣惹 きつけられ

て行ったものと思われる｡この関係は長 くは続

かなかったとは言え,性的な関係の入 り口に立

ち ｢妙な気持ち｣を味わい,Clの内面は大いに

揺さぶられることになる｡

次に現れたセ トが南米の人であることも象徴

的である｡Clのさらに深い未知の内面的な部分

が投影 される相手を選んでいる｡人間的には

｢丈よりも落ち着いていて,ずっと包容力のあ

る人で,リー ドされ守られている感 じ｣の持て

る,より成熟 した男性セ トと,｢性に対する抗

えない魅力｣に引きずられて,さらに深い関わ

りの中に入っていくことになる｡一方でこれは,

自分自身のコントロールを失う無力感,罪悪感

を伴い,Clをさらに打ちのめす体験 となる｡

Qualls-corbet,N.(2002)は,聖なるものは,性

的なものと互いに関係 し合っていること,聖な

るもの,身体の中に閉じ込められた ｢神の力｣

は,知的にのみ理解されるものではなく,身体

信仰の ｢成熟｣と ｢深化｣

の中で感 じ,遭遇 しなければならないこと,そ

してその体験は,まさにOtt,R (1917)の言う,

ヌミノースとの出会いそのものであると指摘 し

ている｡丈やセ トとの出会いを通 じ,引き込ま

れていった性の体験は,Clのアニムスの否定的

な力,知性化の固い殻を破る起爆剤として働 き,

その後の神のイメージや,Cl自身に対する考え

方 を決定 的 に変 えて しまった｡Jung,C.G

(1938,1964)は,ヌミノースの体 験が,その人

間に何 らかの意識や態度の変化をもたらすこと

を指摘 している｡最終回#52で,神父から与え

たれた言葉として集約される形で,性について

の神秘性が,非常に美 しい象徴的な表現を取っ

て語られていたように,まさにC1にとって,初

めのうちは ｢信仰の蹟き｣ としか捉えられなか

った性の体験は,無意識との出会いをもたらし

(Hillman,J.1967),｢神の力｣ との遭遇,聖性-

通 じるヌミノースの体験を導 くものとしての豊

かな意味をもつものであったと言えよう｡

3.夢と全体のプロセスとの関わり

性の体験によって,破 られた固い殻は,その

後に見た夢 1の ｢舗装されたような固い地面｣

に象徴され,割れた地面から様々な象徴が ｢す

ごい勢いで噴出｣する｡これはClの内奥深 くに

閉じ込められてきたエネルギーや,Cl本来の感

性などが様々な象徴の形を取って,噴出してい

ることも指 し示 しているかのようである｡ しか

しこの時は噴出する勢いが早すぎて,まだ一つ

一つが何を表 し,意味 しているのかもつかむこ

とができない｡

そして夢 2へと続いて,まず女性性の問題に

取 り組むこととなる｡この夢を通 じ,初めて,

女性 としていかに,大切なエロス (血の通った

関係性を結ぶための力)が抑圧されて来ざるを

得なかったかを,意識化できるようになって行

く｡"curse"という発音は,聞いていて非常に

生々しく迫ってくるもので,Clのみならず,多

くの女性が代々背負わされ,苦 しんできた思い

そのものが代表されて,叫びとなって表現され
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ているような迫力を,この夢の報告を聞いてい

て,筆者も女性の一人として強く感 じたことを

覚えている｡

この夢を契機としてさらにClは,育ってきた

教会の抱えている問題へ意識化が促 されてゆ

く｡特に ｢信仰｣の大儀名文のもと,習慣的に

理不尽に押 し付けられ,抑圧されてきた女性へ

の人間性否定の根強い傾向に,意識の光を当て,

そのことに対する怒 りの感情を体験できるよう

になる｡

そしてこれは,本来の信仰の本質的な事柄で

はなく,むしろ長い歴史の中で,人間的な限界

や弱さ,偏見,慣習,そこから来るゆがみから

形作られてきたものであることに,鋭 く気づい

ていく｡ しかもそれがあたかも本質であるかの

ような,巧妙な仕掛けで,素直で無防備であっ

たClの内面に植え込み,｢愛情｣や ｢隣人愛｣

｢宗教教育｣という名の縄目で縛 り,反論 も否

定も許さない二重拘束によるゆがんだ関係に絡

み取られてきたことにまで意識のメスを入れて

ゆく｡そうして初めてこれらの呪縛から自由に

なって,日本人として当たり前に持っていた自

然な宗教性との関係を回復 してゆく｡

このようなプロセスを経て後,カトリックの

信仰講座に参加 し,そこで新たな信仰の導き手

となる神父に出会うのも象徴的である｡Clは生

まれ育った教会を離れて,一時仏教や,その他

の宗教に,道を見出そうと試行錯誤 した時期も

あったが,それらには満足できずに,やはりキ

リス ト教に強い必然性を感 じているところがあ

った｡無意識の象徴的なエネルギーが生き始め

ると同時に,日本人としてのアイデンティティ

をも取 り戻 しつつあった時に,プロテスタント

に比べてはるかに日本人の土着の宗教性に親和

性を持つカトリックは,Clにとって新たな居場

所としての吸引力持っていたのではないだろう

か｡そして夢 3で,それの内面の動きを確認す

るかのような夢が報告されるのである｡しかし

続 く夢4では,難民としてのClが登場する｡難

民の象徴性についてQualls-corbet(2002)は

｢これまでの安全な避難所を去 り,慣れ親 しん

だ安楽や社会的地位も持たずに,未知の道を進

み始めること｣を意味 してお り,｢これは個性

化の道と似ている｣と述べている｡カトリック

の儀式に馴染めないことなどから,Clにも少し

意識化されてはいたが,どうやらカ トリック教

会も,C1の一時的な居場所とはなり得ても,安

住の地とはなりえず,さらにClなりの内面的な

居場所を求めて,道を歩み進めなければならな

いことを暗示しているようである｡一時的に身

を寄せた避難所の天井に,｢ルネサンスの宗教

画が剥がされたような後があった｣という非常

に重要なイメージも,この夢の後半の中で報告

されている｡カトリックの神父の導きと助けで,

自分自身の中にあって,自分を脅かし続けてき

た偶像に気づ く機会が与えらることになった｡

その ｢造られた神のイメージ｣の正体に気づい

て,距離を取れるようになることは,新たな解

放をClにもたらすのだが,同時に,慣れ親しん

できた,期待通 りの,｢神のイメージが剥がさ

れ｣る体験をも味わうことを意味 し,その苦痛

と,これまでの支えを失うという不安も語られ

る｡(#33),ヌミノース体験のもたらす,すぎ

まじさ,聖性のもつ恐ろしさ,それに遭遇した

人間の味わわざるを得ない痛ましさ,まさにそ

の二律背反を,筆者も痛感させられた｡

そして夢5でC1はついにラス トエンペラーと

なって,生まれて初めて紫禁城を,完全に出る

決定的なイメージが報告される｡紫禁城はClが

語っていたように,プロテスタント的な信仰,

強い知性化の象徴である｡この城がいかに大き

くて,堅固なものであったか,出ることによっ

てはじめて気づかされる｡ここを出て行 くこと

がどれほど大変なことであったか,それは映画

のラス トエンペラーのその後の姿さながらであ

った｡夢4から5に至る時期は,日常的にも非

常に大変な時期であり,一見するとpsychoticな

レベルにまで,落ち込んだかのような,心身の

状態に見舞われ,筆者としても非常に心配で緊

張を強いられた｡クリニック受診も勧めたが,
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Clは ｢自分は病気ではない｣ことを理由に,こ

れをかたくなに拒否し続けていた｡今から考え

ると,C1も語っているように,これは ｢象徴的

な死｣を体験 し尽 くしていた時期であった｡そ

こから新たに再生 し始めたときに,黙想会で,

神父に ｢おんぶしてもらい｣,体ごと抱きとめ,

受けとめてもらえたことが,新生児が母親の腕

に抱かれるような体験となったに違いない｡そ

してこれまでのプロテスタント信仰に最も欠け

ていた,母性的な側面,関係をつなぐエロス的

な側面へClの内的エネルギーがつながり,その

帰り道でC1の内面に浮かんだミケランジェロの

｢ピェタ｣のマリアのように,Clを抱 くキリス

トのイメージへと結実する｡つまり丈やセ トに

投影されてきたイメージが,ここでキリス トと

いう元型的イメージへと変容するのである｡

もちろんClはキリス トについて,幼い頃から

教えられ,理解 してはいたはずである｡しかし

それは知的なものにとどまり,生き生きとClに

働きかけてくる生きたイメージとして体験され

て来なかったのではないか｡元型は人間の生を

基礎付けているものであるが,ただ存在してい

るだけでは,生きたものとはならない｡人間の

自我とうまく呼応し合い,関わり合うことによ

って,初めてその力が生き生きと我々に働 き,

その関係の中で我々人間の生き方が決定されて

くる｡(織田,1989)

Clはこの決定的な体験を経て,カトリックへ

の改宗を決意することとなった｡C1にとって,

これはClを抱きとめるキリス トのイメージに結

実した,元型的イメージ,活きた神との関わり

の中に入っていく道-と,方向転換 していく,

｢回心｣の自己表明であり,また,カ トリック

へと ｢形を変え｣ることで,｢曽祖父から代々

継承 してきた信仰を受け継ぎ｣,さらにこの信

仰を深化させる道を選ぶ決意表明の儀式でもあ

った｡

この後C1がどのような道をたどることになる

のか,その後夢 6ではまた難民のイメージが報

告され,今後もまだ先が見えない自己実現の道

信仰の ｢成熟｣と ｢深化｣

が続いていくことを暗示 しているかのようであ

る｡まだまたプロセス途上の感は否めなかった

が,ここでClは大学卒業の時を迎え,学生相談

の枠組みとしては,ここまでの時点で面接も終

結を迎えることとなった｡

しかし,新たな歩みに備え,現実的にはプロ

テスタント教育によって育まjlた知性化の力を

生かして,｢距離を保って学問的に追求してい

く姿勢｣ と,｢信仰者として｣の姿勢とのバラ

ンスを取るスタンスを保ちながら進んでいくこ

とを選択 し,その歩みも ｢ユニセフ親善大使の

黒柳徹子｣がついてきてくれるイメージが報告

されていることから (現実的にも神父との関わ

りは卒後 も継続されることが大 きいだろう),

プロテスタント時代の ｢内面的な孤独｣とは明

らかに違うものになっていきそうな可能性を見

届けての終結となった｡

4.まとめ-日本人とキリス ト教一

以上,日本人にとってのキリス ト教信仰の継

承と,深化,成熟という視点から,Clのプロセ

スを詳細に振 り返 り,検討 してきた｡異なる文

化で生まれた宗教を受け入れ,自分のものに血

肉化 していくこと,その中から新たな自我を育

み,生み出して行 くことの豊かさと,すぎまじ

さを教えられたケースであった｡Clの力をひた

すら信 じてついて行 くのみであったが,途上で

は非常に危険を感 じる時期もあり (特にⅢ期の

後半からⅣ期),筆者の力量で大丈夫なのか,

悩むことも多々あった｡しかしC1が基本的には

健康な自我の持ち主あったこと,適切な時期に

神父との関わりを持ち,信仰的に太いパイプが

つながっていたために,筆者としては非常に心

強かった｡(逆に言えば,このようなパイプが

できたからこそ,C1は思い切ってさらに内奥-

と歩みを進めて行ったのかもしれないが)そし

て何よりも自分のプロセスを信頼 して,進み続

けようとした,Clの姿勢と力こそが,筆者にと

っての大きな支えであったと思う｡今振 り返る

と,これこそが代々引き継がれて,育まれ蓄え
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られてきた信仰の力であり,Clをして元型との

生きた交流を新たに可能にさせ,元型的イメー

ジの守 りの中で,危険なイニシエーションを乗

り越えさせることを可能にして くれたのだろ

う｡洗礼式の前夜,曽祖父のイメージが立ち現

れてきた時,そのことをClは初めて意識化 し,

洗礼式に臨んで,自分のこととして選びなおし

て,これからもこの信仰を継承 していくことを

決意するのである｡

本来キリス ト教の信仰 とは,所属 している民

族や文化から個人を引き離すのではなく,民族

文化の個別性 ･特殊性に深 く根ざし,その精神

構造を内側から新 しくしていく価値観,エネル

ギー,生命力を生み出していくものであり,ユ

ニークな文化をより個性的に創造･発展させな

がら,普遍性に向かって開花させていくことを

可能にするものでなければならない｡日本人が

キリス ト教信者になるということは,つまり独

自に個性的な日本人であるクリスチャンになる

ということである｡このためには正統的,伝統

的な宗教感覚の枠組みからは,一見,非宗教的

のように見えるが,実は真に宗教的であるもの

を探っていこうとする信仰の斬新な把握と,自

分自身の内面深 くに降りてキリス トと出会う道

を探 り求めること (武田,1973)が求められて

いるのだが,既存の正統派キリス ト教教会の中

で,それを実現させるには,まだまだ困難な状

況があるのだろう｡だからこそClは,カウンセ

リングという新たな枠組みを必要とし,カ トリ

ックの神父との個人的な関わりは持てるように

なっても,カ トリックの教会コミュニティへ入

っていくことには消極的であったのだろう｡

Clが抱えねばならなかった問題と,それを乗

り越えるためにたどったプロセスは,既成の宗

教が力を失い,西欧合理主義と古来の日本的精

神文化 との相克に晒され,｢内面的な孤独｣の

中で生きる現代の我々日本人にとっても,いか

にして自分の内奥にある宗教性に触れ,元型的

イメージとの生きた関わりを回復 して行ったら

よいのかという問題に通 じる,多 くの示唆を与

えてくれるもののように思えてならない｡

以上今だ考察 し尽せない,豊かなマテリアル

がたくさん残っていることを痛感 しながら,そ

れは今後の課題として,ここで本論分を閉じる

こととする｡

最後に本論分作成を了承 してくださったC1の

Kさんに,心よりの敬意と感謝を表 したい｡ち

なみにKさんは現在結婚されて,お子さんにも

恵まれて,元気に暮らしておられるとのことで

ある｡

文献

HillmanJ.1967:Inserch:PsychologyandReligion,

樋口和彦･武田憲道訳,1990:内的世界への

探求,創元社

Jung,C.G.1921:PsychologisheTypen,

林道義訳,1987:タイプ論,みすず書房

Jung,C.G.1938:PsychologyandReligion,

村本詔司訳,1989:心理学と宗教,人文書院

Jung,C.G,etal,1964:ManandHisSymbols,河

合隼雄訳1975:無意識の接近,河合隼雄監訳,

人間と象徴,河出書房

河合隼雄,村上陽一郎共同編集,1997:内なる

ものとしての宗教,岩波書店

Otto,R.1917:DasHeilige,山谷省吾訳,1968:聖

なるもの,岩波書店

高橋 原,2005:ユングの宗教論-キリス ト教

神話の再生-,専修大学出版局

武田清子,1967:土着と背教,新教出版社

武田清子,1973:背教者の系譜,岩波新書

Mullins,M,R,1998:ChristianitymadeinJapan

:astudyofindigenousmovements

高橋恵訳 2005:メイド･イン･ジャパンの

キリスト教 トランスビュー

織田尚生,1989年3月3日,山王教育研究所,理

論と技法Ⅲ ｢元型について｣の中で語られ

た｡

Qualls-corbet,N,2002:AwakeningWoman,
Dreamsandindividuation

LLl愛美 ･岸本寛史訳,2003:｢女性｣の目覚め,

新曜社

Weber,Max,1905:DieprotestantischeEthikund

der̀Geist'desKapitalismus

大塚久雄訳 :プロテスタンティズムの倫理と資本

主義の精神,1993,岩波文庫

- 28-


	心理27001
	心理27002
	心理27003
	心理27004
	心理27005
	心理27006
	心理27007
	心理27008
	心理27009
	心理27010
	心理27011
	心理27012

